
廃棄予定のお菓子を用いたフードロス削減プロジェクト 
 

【メンバー】 

経営学部 3 年（代表）、法学部 1 年、理学部 2 年、農学部 4 年 

【指導教員】 

寺田有美子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【活動内容】 

「（賞味期限切れの美味しい食品と出会う場がある前提で）もったいない！という意識を引き出すことができれば、

人は、『賞味期限切れ』の食品を消費する」という仮説の検証を 9 月 17 日にシェアキッチンヒトトバ岡本店でカフ

ェを実施しました。具体的には、来てくださった方々とフードロスについてお話ししたり、お客様の店内での行動

を観察しました。また、フードロスに関するアンケートを実施しました。 

11 月には 078KOBE のイベントにて二度の出店を行い、「賞味期限が切れていないお菓子の詰め合わせ 500 円と賞味

期限が 1 か月切れているお菓子の詰め合わせ 300 円があるのですがどちらを購入されますか」と来店されたお客さ

んに尋ね、9 月に行ったアンケート結果の 1 つである「賞味期限切れのお菓子でも値段を安くしたら購入する」が

本当なのかを検証しました。（300 円の賞味期限のお菓子は実際には存在しないため、ドッキリのような形式で行い

ました。） 

このプロジェクトを通してたくさんのフードロス問題に取り組んでいる大人の方とお話しする機会があり、「フー

ドロス削減」の裏にある様々な課題を知りました。これらの学びを 4 年生以降の活動に生かしていきたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


